
l

＼
~ 防-虫 科 学 界 15醜

Ionth6in畠ecもasso-ciationinthe'riC占pla叫 hersery.an丘theeffectoityphふonupon

theqtlantityムfthem･Reseachesi.Itheinsectassociati6ninthericeplantnersery･
prelimin'aryreport.liiroshiMATStJZAwA(BiologicalInstititute,Miyazaki.Uzlivcrsity).＼ ノ
ReceivedNov.22,1950.Bolyu-KLZgahulS:218,1950(With■Englishrdsum6222)iI

'･ 森沢兄 は 時大学々爵学部生物要敦g)25･11･22･受理･′ / ′

緒 L. 胃

本研究は而九州に於ける苗代昆虫群朱の構成と共放

出国旅を明かにするために待ったが,･昨年 く1949)は

.研兜中デラ酸風によって把乱せられた めゝに十分な成

､弟を和し村中かった｡本年 (1050)も引続細 様な調
査を行い,若干の充料を得たので.･茶にその大要を報

JA-･したい｡鉛不肺の点は今後の研究により祁っていく
つもりである｡･ /

1.駒査地及び研究方法 .

木調丑は虫として宮崎市花ケ島水田苗代に於いて行

ったものであるが,本地執士風 ま速く日向灘に嘩し,

四部及び北部は小高い丘陵にて攻まかれ:耐執 ま宮崎.
TTf杓の町外れとなっているところで,宮崎附近で巌も

′広大な水田地相である｡

･本調査は雅づ群衆の構成を知るために,随時宮崎市

附近の苗代をLtI来る丈広く採袋して廻り,花ケ島水EEr

二胡代に於いては繁茂状態と数丑･汲びに数丑に及ぼし

た昨文のTTラ艶凪の影響,韓剤撒布の効果等を調恋し､

た｡放血の調査は口径 30cm.柄長 125.cm及び口盗

20cm,,柄長 30cmP揺虫網によ8.10.回宛の定立的採

灘法 (S､叩 pnetl申mPling)により行ったが,̀生育

期Ⅶ甲の過当な日を選んで｢何れも 12-15時の間に

.̀行った｡･本法では勿論十分とはいえないが,.1つの講

として今般はこの方法をt-った｡

携岨灯は昨平から点灯され串かったので,その影響

は判故の婆はないが,町外れであ?たので.人家の唱

灯の影響は多少と.G認めなければならない｡昨年は犬

峡の田旅や良家の袈対偶入関雄等のため;調査地の苗

代は朋五和間中は殆んど薬剤機布行わlげ ,ヂラ挺凪

の数日後行われたところもあった程変である｡.ノ

しかし本年は蹴よりの後項を得て,-矧こ･PDT乳

剤の撒布が行われた｡従ってその効架の一端を吟妹ナ

チ る.こIt-が出来た'0

2.r幼苫生育期間中の天候 '

軸苗の生育期問を含む昨年6月の天供は,快晴日数

- ll_El,.降雨日&,17臥 共他は曇又は晴れたり,J'jb'

たりの天峡も 一般にきわめて雨b:･多かった｡気温ま

常に200内外を上下した卑;,中旬以後は 20〇･以下の

日は全然なかった｡
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一 粒喝まきわめて高く,80%以上の日が多く,70% J
以下の別ま3日しかなかった.

宮崎地方に於いては ､デラ鞄風は6月2_0H夕刻よ .＼
り到来したが,風泌ま18時には NE6･lrp,22時に
は E15･8m,､23時過には蓮に最大風速に達し (19J)ErL
以上), ダイyス自記風力計の示した瞬間最大風速は

SSE29･7m(23時1声分)であった｡降雨は前々日

･18日から殆んど降りつirきで.

･ユ88-107.9mm,19H-107.7mra,20日--171.3mm.

で, 20日は艶風が本格的となるにつれて,いよいよ .

一烈しくなったが,やがて少丑となL)J撃21EjIこ揮っ
てカ;らは降水丑はきわめて位かで,明方近くには艶凪

も去L).殆んと静隠に返らた｡ -

'本年の天候は,7C体普通型であったふ

3.調査成績及び考轟 '

(1) 苗代群朱の柄成槙 ,

･苗代の群朱を柄成する校規は.場所によ17,また時

期により多少異つ'C来るが,調査卿付近の群究柄或税
としては第1表及び紡2表の如きが知られた｡

第三衣 苗代群朱の構成_
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第2表 群究構成校･(蜘妹頬を除く)-_
･とそ年数丑 (1949)

0Ⅹyayicina二BRUZJNT･:良′VOnWATTJ･:hllVYt一(コ
I,'ネイナゴ)

羊iphididnlongie.orncRr;I,TJtNBACiEl･:R'･(七F'
ナガサ･キリ)

Rhophalbsiphumpruni土oliaeFITCII(キビク

･;手本研究の要旨は昭和.25年日本見学大金専門部
負:L日本応用昆虫学会応用動物r/=会合同大会にて
訴韓｡

本研究を行うに瞥ID七宮崎大学氏学郊教授中島
茂将士は絶えず終溝な御指導と相性綿を惜しま1-L,
なかIDた｡記して探韻の謝意を表する｡
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Ncphotcttixl小川nCtatuSeinctJccpsUTTl.…

(･y'マグI7ヨコJl'イ) 4S7
0

cicadul;If.lSdifJ･OnSST̂ T.(フタタi,ココバイ) I

Jassid.lCP (ココJl'ィ一組)

tscBtinopllm lu,idaDUmmIST.1:氏 (イネノク

pカメムS/)

Leptocorisavaricomi sF̂ nR(｡_ZU･q(クモ-'1)
カ■)ムン)

coreidae.?̀ (-一.)カメム:,一種)

chilosimplexJ317T,･.車 (ニカメイガ)
Schoenohiusincert'ellusWAT.tEER (サyカメ

イガ)

1

1･'

:二重≡i
8

10

4

′PyralidaePa(メイガ一躍) 4

Pyralidae?1)I( ク t一) 3

Pyralidae～c･( ク )

thactocncmasp.(ノミ-ムシー碑)T

Phyllotrcta ･ヽitt･itaF̂ Mttp'(us(キスジノ ミ-

･ム㌣)

chrys_om占Iidac?a(-ムシー種)

-chrysornelidae?bくー＼ク ) .
EchinoencmushipunchtusRollT･OFS(.イネ･}'-
サムシ)

7

16

2

3

chalcidoidcaGemlS?a(コ'.'チ一種)- -5

Genus?b( ク ).r
､lchneumodi(la'cGCnu.iPa(ヒメバチー歯)

GenusPl'(, ク )ー

TipulidaeGemlsI?(ガ､I/ポー粒)

-TipulaainoAr.fCXANT)m (キ1)ウジガ･ンポ)

chironomidaeGemis?∫a(.1ス.)か一理)●

1

2

り一
Genus?b( ク )

DolichoptlsnitidusFallel-(アS,ナ方キyi.･ェ)66

r)｡lichopodidacGenu亨?a(7㌢ナガ,(ェ科で控)

I)｡licl10pOdidae

GemlS?b( Aj )

そり他敬小双越剃 45

大体以上の抹であるが,夫等の中にはきわめて仰 心

数の多いものもあるし 柿にしか見られないものもあ

るも概してイネの'.tulであるか,または多少ともそれ

と開拓を布つ庄山からなり.之に犬等の天敵が加わっ

ている群実と云い1.r純 ｡キス.21/ミハム5'がイネを加
!rIする記矧 iないようであるが,小変.大変;粟等の
加熱 ま記鎌さ)している｡また近経机であ7}ヒ}キスジ

ノミ-ムS,PJlyllotrct.1､叩.(打って苅存.東山両
氏が Phyllotrct.1Vittul乙ltーIm･L･I:ムー-A('".I:ll.なる学

部を与えられ.苅芥代がキスジノミ-ムシモtI-キなる

和rJを与えられた柾桝)が陛刑を坦することも紀銀さ

れている｡木調香に於いて,昨'牢は南成多数の個体が

節 15班

見られたことから.キスジノミ-ム5,も城はイネの幼

--Hl.を加'.(げ ろものかと一uT.うが.木1111まガFんど認められ
ず,或いは何'#かのTl.r個 によって昨呼は釈然苗代に飛

込んだものかも叩 Lか ･｡lLf･.J5'細 に十!T･花剛託如 ;耗
輯されているような均介について.取に十分的!7.3して

みたい.郎Ⅰに碍する和矧土′[切 口,双初口が茄も多
く,次いで研初日.耶地口,J'脱初口∴JJI王も性別の少い

ものは砿祖m=尻するも甲であった｡
見出以外のものでは蜘妹日に尻すもものはかt)であ

ったが,'jiにスジ7-･ト,Js,I)gli Dolomcdespalli-

t;trsisDoll;yIT2;とtSTRANlJで,･共他タナグモー柾

GenusP･ 時に生長したイ車に拝'･ナ〆.i (ハナカ

ーニ〆モ)Misumenatricuspi申taFATmICItlS 17シ

ナガ〆;{Tctragmth rpraedoniaKopt等も認め

られた｡

一番群究柄成即 日の数Li開拓は通常ツマグロヲ才バイ
が絶対多数で機中双遡口昆虫之に?-ぎ,共他は夫等に

校べれば非常に少数である｡ILかし特殊な隙件の下で

紘,ツ了グt7ココバイがFi多数でなく,役小双親日昆

也 (チスI)カー種 (b))が却らそ茄多数の場合岳;ち

る｡今之等の数企図旅が大作どの措であるかを示すた

めに,1塩析当 10阿当の疋Li的探岱法 (粗虫網口径

30cm)による0苗代17失豆筋の成統 (断面)を示せば一

節2炎のようである｡むし之等の草丈は20cm 内外で

あった｡

一 ･(-2) 特殊はf,F.下の即実耶成

以上の如き群果耶域も特殊な均分には非常に異った
様相を星することがあるも今犬等の場合の4つのtype

机1回 幼苗生育状態を示す4つの冬イブ
(A,川こ放ける圃規は水位を示す)I
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I

(約1回A･lI!?･D)に?いて調査した結果を示す ､ のみや;,生活出来る訳で･畦項も限定されやものと考
と妨3誠の如き傾向を見ることが出来た｡但し数丑は ぇ̀られる｡I)の様な場合は生活場WrとLIて･･また産卵

第3未 特殊隙件下の群衆構成 (19,-)0)

生 ●育 放 惑
'i丘 ,fl i

数 丑 (10回宛調査)

1 l り t~3 1 4 f-.F=j l御 物

首小にして(㌻7cm)
大部B･水中にあT),
岱かしか水面以上に
は現われていない｡
(3合蒔) ＼ヽ

ヲ バ ネ イ ナ ゴーL
ヒダ.ナガサ ､キ リ

ツマ グ ロヨコバイJb

コ コ バ イ 一 種

首は伸びてい るが

(20cm内外)すわあ

て疎らな生育｡ (I

合蒔桂皮)

コ バ ネ イ

ヒダナガサ

ツ.マ クrT7ヨ

敬 小 双 掴

其 他

0

l▲
一〇
2

〇

一
1

4

4

CO
0

C0

0

0

7

3

0

1

ーC

首は相茎伸びている

那(9J)C'zh内外)竜わ

めて疎らで水が殆ん

どないO.(1､3蒔軍
皮)一 ･

コ ),'ネ イ ーナ ゴ " 0

ヒダナガサ ､キ 1)

ツマグ､ロコ コ,..イ

ユ ス 1)カ ー 鐙 h

其 他

首は伸びてい るが/

(22cm 内外)折々

非常に疎らになT),

水が始んどない｡

(3合蒔)･
ヽ_

コ ),'ネ イ ナ ゴ

ビゲナガサ ､キ リ

ツ寸 gpt,冒/コ,,.イ

ヨ コ バ イ 一 種

ニ カ メ ､ィ ガ

メ イ ガ 一 種 a
ク b

故 小 股週 日 昆 虫I
ユ､､ス ･)カ ー 種 b

其他わ敬,ll双週日見卑

茶 化

. 口径 20cm捕虫網による10回宛の Sa.mplingによ

るものである｡

以上の如きはほんの1例にすぎないが,実際に斯抜

な相を畠する場合は少くなく,更に苗代の自然的蹴 ,

､ 苗代のAIで理,~栽培法等ゐ細かな差異と併行的に調査し

ていく場合にはf.I.J興味ある問題が多く山て来ると考え

る｡_ピ例申C,Dの如く機中双迦規の昆虫力迎和布
一 皮的に多数発生している場合や, Aの如く幼笛が所

在ど水中にあって,ごく嘩かしか水上に伸びてLlない

場合,Bの如く幼苗がきわめて疎になっているような
◆場合には正常の場合に比して,丞 畠かた軸 もな相を星

.､ することは往々で,各種の要因と関連して考察をすゝ

めるときは甚ti興味掛 .oAの場合は末だイネが小
さ過ぎ水上部が短.､ために,すべてのものがそこで生

活するという訳にはいかず,しがみつくカのつよい,

しかも水中におちても溺柁することPないようなもの

220 一

古拙 の場所として未だ十分年B的 ･.を具え{1.I:･らず,刈

?て通風等も.良くて昆虫にとって不迫当な附-'fせ与え

ているものと考えられiC,Dの場合は一般の昆虫は

やはり蟻件悪く少数であるが,水が殆んどないために.

関った堆肥の典の強い,べトべトした泥土の諾山して

いる附近で,,しきりに活動し七いる千ス.)･カ二校一(b)I

が琴多く存するためt.こ夫等の数丑が,却ってツマ〆p

ヨコバイ等を扱いで,圧倒的に多くなっていると考え

､られる｡
､/

(3) 播種故の相違による幼苗の疎辞坪 と･ .～
昆虫の数放

昆虫の数丑が幼帝の疎汽皮乃至繁茂状態と培接な閑･

'係を有することは,以lJは L)知られたことであL),特

.にニカメイガ,サ･/カメイガ等たっいては多くの研究

溝が注E]して来た｡.郷 論繁茂状態とかご疎5.渡 といつ

･Cも,その勘所の局所壷 等が和カに鋤きかけている

■′●
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訳で.之を旺外税することはu来ない訳であるが.又

印に火のみと姓断することも川来ないように考える0

--.口にTLT代杓の比出といっても.そこの生箔に適当

な惟作は..EL山の和痴こよって独和のものが酬 ミせら
れるだろうことは想悦にA･1Eくない｡しかし智々は現在

の段隅では米だ少数の和現にについてのみ,大凡のこ

とを知っているにすぎない｡

■
r

_gi'2図 昆虫稔故の粥長 く本図にはデラ艶風の好
餌が山ている)径30cm捕虫網による10
-阿宛の定見的調香,′各区共巾失脚好の 2
-5塩析使用 (】949).

7Llf一代杓の昆虫群全体の数量の桐加は,勿論イネのIZ:.
穴につれて持続上昇するが,その杓加のしかたは.同

･一切所の苗代であっても描較正の和選による究茂状態
の凸によって,又は施肥等の影響による益によって凸

iLTli.が'T.･されるものとV.,-えられる｡しかしその状態を苦

々がn]1孤に把むことは掠めて閉L･Vである｡約2回及び

- 約3回は柿耶受数日把に開式していつたものであるが,
･一拍 こ市郎渉の場合に放出の少い脚'･)は大体苛税LtI来る｡
/ しかし之は勿論伊那の糊付 C･あって.前述の坊に特殊

な状態に把かオーているようなP.'i･には.柑殊な群が這人

づて水て.数Li･も封 水として平しく附加することもあ

る｡こ でヽ併称Xrl梅の数丑の刑加を栓討すべきである.
が.攻堺に於いて夫等を併せ述べることにする｡

､ 2yv 25 50 4旬 q t4

約3図 昆虫放免の桁加 (10-,0)筏20cmの捕虫
網による18阿宛のEjE丑的調禿●

･ -･4合蒔 f･･･････2食滞

､ 4.デラ親風の影響

昨夏のデヲ松風の彫幣を調丑の結凪 耶4図の如き
状況を知ることが山来た｡即ち之は妨2回を改めて希 /~

種籾好に,Rしたものであって.柾郡毎のLtl現状況Itn-.ぴ ~

にTi-ラ艶風の彫留をうかi･うことが出来る｡

各区の状況をみると光づ惇指の場合はど一般に種郊
多く..また個体数も粁加しそいるが,各区共常にツマ

グ.;ヨ占,,'イが最多数を占めていることはmIこも堪べ

たが,著しいことである｡またメイガの糊が,一路 こ

仔猫の場合ほど多数見られるごとも托Flすべきであろ･

う●

ヂク熊風によらて在繊輔 f･TLm糊 日当に放流ゐ班少
を兆したことは事実であって,耶4回を見ても明かで
あるが,和矧 こよっては余L)に少数のため艶凧の前後 -

で余り刑.%とした差異を認め得ないものもあるムー股

に郡 等の由 ほど斯喪のよ/声である.ツマグpヨコ,.I

イの如きは,芭後二一且相当の減少を釆したが,数H問
内にまた可成著しい研加をはじめた｡t･カ;し蛾項等 工
確かに由風によって静い ､影響をうけたと考えられ,

艶凧後はl例 (ニカメイガ)を除いて殆んど見受け～る

ことがLtl来なかった｡蛾現等の場合は特別であるが,

.](.他の小形昆虫の切&.殿風直後の数丑の波少を以ら

て朽ちに昆虫の多立の死亡等を考えるの(.t早計であっ

て,多くのものが数日関内には相当数に役帰してt:く ､ヽ

､ ･ 221
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ことを考えると,.何処かで難を免かれたものが相当あ

ったというこことが出来よう.実際に-6月22[】に牡 晦

調査を行った際にも;十分その感を放くしたQ蛇畔や

路鰭の小形経巻等は小形昆虫にとって適当な迎灘場Wr

になるであろう｡期様なものが再び苗代内に煽ってい

くだろうことは想像に難くない｡

'5/VIIO l5' 20匹叫25 50~
約4回 ~机Vl区に於件る税額別出現打

, _況とデ夕鶴風の影智

之等のことに可成頬似した場合が DDT 乳剤等の

相和の場合にも見られる｡巨Uち苗代内に一群に乳如散

布が行われると一部はどうしても他の場所に逃げる｡ -

そして火等は後に再び胡Itに惜E)､叉隣 りの苗代に移

JI的 20 25 50 4～l lq

一筋i')図乳剤切布 く0･1%)と昆歩数丑の変咋-
Ⅴ 区,品種-梢翌(4食滞),(1950).'
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動する訳である｡約5回は本年調封 也附近で一軒に行
われたーDDT乳剤撒布の効果を示したもので(一部).

gL親機布の技術的な回からも,∵つの関越が考え功 し
ち.軌ち睦呼等にも築剤を撒布せよということが｡

摘 ~ ′ 要

1･ 南九州地方に於灯る苗代の昆虫群衆の構成とその
数量開拓を明かにするために,本研究を行った｡

2: 花ケ島地方 (宮崎市)の薗代の群米桝成種として.

'笹者抹 6日30校を知らたが,損も普遍的に多く

見られろものはツ才.g･GヨコJ{イで.粥他小形双
効目,小形脹効目も可成多数であった｡･

3.･群朱の構成や歎丘は苗代内の水中有無共他苗代の

妖静 こよっ{'幾分ちカきっている｡

4:ゝ､一般叫 こ云えは厚薄の場合ほど昆虫の柾頓.放出･

'が多い｡メイガ獅等は粗 こ明瞭である｡

5. 昨年のデラ殿風の影響は明かに見られ,-その厄後＼
は昆虫の著しt､減少を来した｡相手亨僻等の場合は
尉著であった1.しかし,夫等は歎郎 耶軸こ可成急

掛 こ円滑加していく俄向を見た｡

Resume

1. Th9Present,research′wasI-ladetoasccrhin

the_speciesComplexandnumberofinscet

formingassociationat'thcric占plantmir-

seriesinsouthernIくynshQ･

2. Inthisre畠carch1couldlfind6-ordersnr)d

1. ･30specics●o'finsectsforming association

atllanagashima･Mi写aZakiCity･insum-
-.mcrs.1949and1930JThespeciesunil･crsally

lfoundandgreatestinnumberwasNepTLOE-

ettix blL･unctaEuS_CZ'nctzIccbs ULtT･7m;Small-_

sizcl insectsbelongirlgtODiptera_orlly-

_-menoptarawerealsocT6nsiderablymany･

:I3･･?npgccl:.S.1ncdnnuu,:≡,eyrTcVoenr:iI:I:nr:blee.ga.C,co諾C-

existenceornon-cxistellCeOflVatCr.

4. Generallyspeakingthespccic_sandnumhcr

increascinaceordanccIViththedensityof

seeding･-Es･PeqiallvsllChisthecase with

/ Pyralidac.

T). TheinfluenceoftheDella,typho(･ninla.qt.

summerwasconspICupuSlyevident.upon,the

numberofinsect. Afterthetyphoonthe

'decreaseofinsectsnumberWasnotablel.
especiallyattIle_'thinlyseedednursery･

.ヽ
Inseveraldaysafterthenuml)er~waslnC -

-,Teasingrapidly･
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